外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	



令和1年9月11日(水)　　　　　　　　　　　　司会：馬場　勇治　記録：蕨野　主 

	矢幅
	角濱
	小川
	菅原
	戸賀沢
	鳥谷部
	石田
	藤田
	蕨野
	馬場

	年休
	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	○
	○
	○

	山田
	大川
	東
	北城
	武田
	
	
	
	
	

	業務
	業務
	業務
	年休
	◯
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・2019年度医療福祉学会開催について

日程：2019年11月3日（日）

委員会の締め切りは抄録が9月15日、PPTは10月上旬を予定している。

・令和元年度青仁会秋祭りのフリーマーケット出展者募集について

ご家庭の不要な物、野菜、果物等の提供者も同時に募集。

詳細は掲示板を確認すること。

・患者動静報告、日誌に見学者・体験利用者を記載する際には、年齢、性別、診断名等の基本情報、医学的情報を載せるようにすること。

・青陽館パンフレットが完成したので、各自目を通しておくこと。9月頃より病院、施設を訪問予定。

・看護学生実習について

　八戸学院短期大学：10/2（月）・10/9（月）、10/25（金）

　千葉学園：9/4（水）・25（水）

・OT実習について

　10/11（金）2名　10/18（金）2名　蕨野・石田が対応する。

・PSW実習について

　9/23（月）～10/5（土）　月～金は青陽館、土は外来。

《医療法の立ち入り検査》

10/25、八戸市職員

· 実地指導

10/29、精神保健福祉センター職員

＜重要事項＞
立ち入り検査にあたって書類等の確認を各自担当の利用者分を抜けが無いかチェックしていく。
期限は9/30（月）まで
チェックの項目は、
· 疾患別診療計画書　個人

· 日誌の出席日と電子カルテの出席日があっているかの確認、Dｒの診察の確認

担当

デイケア　　　　　　　デイナイトケア　　　　　ショートケア

７月　鳥谷部　　　　　７月　石田　　　　　　　７月　藤田

８月　鳥谷部　　　　　８月　石田　　　　　　　８月　藤田

９月　馬場　　　　　　９月　蕨野　　　　　　　９月　藤田

１０　馬場　　　　　１０月　蕨野　　　　　　１０月　藤田

· 日誌の誤字脱字の確認

デイケア　　　　　　デイナイトケア　　　　　ショートケア

７月　石田　　　　　７月　戸賀沢　　　　　　　７月　蕨野

８月　石田　　　　　８月　戸賀沢　　　　　　　８月　蕨野

９月　蕨野　　　　　９月　戸賀沢　　　　　　　９月　蕨野

１０　蕨野　　　　１０月　戸賀沢　　　　　　１０月　蕨野

· 日報の誤字脱字は自分の担当の利用者様を4ヶ月分実施お願いします。

≪余剰金管理の仕方について≫

・余剰金の管理のし方が変わります。出納帳の記載をお願いします。鍵の管理は、鳥谷部、菅原が行う。詳しくは鳥谷部まで。

＜9月祝日プログラム＞
デイケア
⇒祝日が2日あるので外出と調理を一日ずつ行う予定で、ミーティングで希望を聞き、今週中に内容を決定し、来週から出欠確認、参加希望を取っていく。
デイナイトケア
⇒9/16はおやつにアイスクリーム、9/23は昼食にお弁当を食べる予定。お弁当はよこまち
ストアに注文する予定で、各自の希望を聞き、発注予定。
※園芸療法で収穫したジャガイモは、祝日プログラム等で利用できるように、内容を工夫していく。

＜研修案内＞

・がん講演会

　日　時：9月18日（水）18：00～19：00

　場　所：八戸市立市民病院　2階　講堂

　テーマ：がん治療と緩和ケア

　講　師：井上　彰氏

　締　切：9月6日（金）

　参加費：無料
・八戸精神科医会
　日　時：9月18日（水）18：40～20：00

　場　所：八戸パークホテル　1階「マグノリア」

　テーマ：①経皮吸収型抗精神病薬　ロナセンテープの開発
　　　　　②統合失調症急性期薬物療法

　講　師：①藪内　一輝氏　②八田　耕太郎氏

　締　切：9月16日（月）

　参加費：無料
・こころすこやか財団講演会

日　時：9月28日　(土) 13：30～
場　所：こころすこやか会館　八戸市尻内島田14-1
テーマ：障害者の存在が健全で安らかな社会を作る
講　師：阿部　芳久氏
定　員：60名程度
締　切：9月16日(月)
参加費：無料

看護グループ内研修
・日　時：9月　20日（金）16：30～17：00
場　所：2階　会議室
テーマ：グループについて
対　象：全職員
講　師：松村ＳＧＭ

・日　時：9月　26日（木）16：30～17：00
場　所：2階　会議室
テーマ：処遇制限 
対　象：全職員
講　師：高橋ＳＧＭ

・日　時：9月　30日（月）16：30～17：00
場　所：2階　会議室
テーマ：セルフケア・アセスメント
対　象：全職員対象
講　師：木村 ＪＧＭ

薬剤耐性対策臨床セミナー
日　時：10月　12日（土）14：00～17：00
場　所：地方職員共済組合　ラ・プラス青い森　２Fメープル
青森県青森市中央１-１１-１８ 
テーマ：AMR対策臨床セミナー
対　象：先着120名　参加費無料 
問い合わせ：個別申し込み又は佐藤AOM
＜利用者様情報＞
デイナイトケア

・鈴木　真知子様～青風荘より情報の提供があり。昨日帰荘後、「何か調子が悪い、お腹がムズムズする」等とスタッフに対し腹部の不快感の訴えが聞かれたとの事。就床前には症状は落ち着いていたとの事だが、本日の朝食は主食、副食共に1/3程度の摂取で、デイナイトケアでの状態観察の依頼を受けている。

・古舘　ヨリ様　～青風荘より情報の提供があり。昨日帰荘後、スタッフに対し「郵便局に行きたい、市役所に行きたい、携帯電話の支払い時の住所変更を行いたい」等、グループホームから青風荘に住所変更したことによる手続きについての不安感の訴えが聞かれていたとの事。スタッフが話を傾聴し、住所が変わったことで支払い等に支障が出ない無い事を伝えると、その後は不安感訴え無く過ごしていたとの事。また、昨日で排便-3日目で、シンラック8滴服用しているが今朝も排便なく、排便状況の観察依頼を受ける。本日のデイナイトケアでは9:20分頃トイレにって戻ってくると、スタッフに対し「多量の排便があった。スッキリした」と報告している。

デイケア

・駒木　洋士様　～来所の際に薬の空包をスタッフと共に確認している。確認の際に今朝の朝食後薬と今夜の夕食後薬を間違って飲んでしまっていることが発覚している。薬セットの間違いはないが、服用時に取り間違えてしまったとの事。本人に当院へ今後の対応について確認してみるよう伝えている。外来看護師より折り返し電話があり、外来医師へ確認し、本日は夕食後に朝食後薬を服用するように指示があったとの事で本人へ伝えている。服用後の体調は普段通りとの事だが、今後は飲み間違えのないようにしっかりと確認をするように助言している。上記の件を訪問看護師へ伝えている。
・繁名　和恵様　～グループホーム世話人より情報提供があり、今朝の訪問時に下腹部痛と肛門痛の訴えがあり、デイケアを欠席したいと相談があったとの事。デイケアに来所した場合に対応可能か確認があり、詳細な症状を確認し必要に応じて静養室で休養も出来る事を伝えると、本人からデイケアへ入電してもらう事にし、終話する。本人からの電話。
・佐々木　理佳様～本人より気分の落ち込みがある為デイケアを欠席したいと電話がある。その際に担当スタッフに話したい事があると言うが、不在の為後ほど電話を頂く事にしていたが連絡がなく、こちらから電話している。「病気じゃないので薬は効かないから、入院はしたくない。」と話している。芸能人の名前を挙げて、過去に中絶した自分の子供を育てている。以前に近隣のスーパーで子供に会ったが、声を掛けなかったと現実検討が出来ない様子がある。思いを傾聴した上で疲労感が強いと言う為、休養と考えて入院をしてはどうか促している。「わかりました。ありがとうございます。」と言い、終話している。

ショートケア
特記なし
＜事例検討会＞
カンファレンスシート（　鈴木　真知子　様）

実施日：2019年9月11日（水）13：30～14：00

担当：蕨野　主 

検討内容　目標、現状の確認

	氏名
	鈴木真知子
	性別
	女
	年齢
	56
	生年月日
	昭和37年4月15日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	高血圧

	治療方針（医師の指示）
	・疾病への理解、服薬の習慣化

・病状、生活リズムの安定（共同生活でのマナーを覚える）

・対人交流技能の向上

	本人希望
	家に帰りたい。

	家族希望
	青風荘での生活を続けて欲しい。

	入院歴
	計　6回（最終：H29年7月14日～H29年8月25日　　青南病院）

	通所歴
	1回目：平成H26年1月14日～H29年7月13日（週5回）

2回目：平成H29年8月28日～現在　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘
	家族構成
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・保護者は長姉（看護師）

・入院前に同居していたのは次兄、次姉。次姉は精神科疾患がある。
・兄弟は治療に非協力的で、本人に無関心である。
・浪費があり、本人が母様の貯金を使ってしまったことがある。

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	受給要件なし
	他H26.1.14～生活保護受給


【目標・治療計画(現在)】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ、デイナイトケアの必要性と青風荘での生活の必要性を理解する。
	①自分の体調に気をつけ、排便状況を自分で把握することができる。
	①-1.体調不良を訴えた際には、具体的に不調を訴えることが出来る。

①-2.自身で衛生面を気にかけ、生活をする。
	①-1.体調不良を訴えた際はバイタル測定を行い確認。また、排便の有無、飲水量の確認する。精神面での不調の際には、話を傾聴し、病状悪化を防ぐ。

①-2.使用済みのコップを洗うことや手洗い、身辺整理などを自身で気にかけて行えるように、スタッフから声掛けをして、意識付けをする。

	
	②デイナイトケアに毎日通い、プログラムへ参加する。
	②-1.プログラムに休まず参加する。プログラムに不参加の時にはスタッフに伝える。
	②帰宅要求、デイナイトケアを辞めたいと話した際は理由を確認し適宜アドバイスを行う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①-1体調不良を訴えた際には、具体的に不調を訴えることが出来る。
	・静養室を使う頻度は、徐々に軽減しているように感じられる。

・静養室利用の際に聞かれる理由としては、「ちょっと具合がわるい、頭が痛い」と話され、30分～1時間30分程休養されている。

・排便状況は、便秘になることが時折あるも、腹部の膨満感がある等の身体的不調を訴えることは無い。

・飲水量に関しては、水道水とコーヒーを摂取しており、多い時で１時間に4～6回程飲水している。
	静養室での静養を希望する際の症状はほぼ決まっており、静養後は軽減することが出来ている。その他、排便状況に関しては、自身からあまり話すことがないため、定期的に声を掛け、便秘になる前に予防を出来るようにする。飲水行為に関しては、口渇を訴えている。飲水による健康被害に関しては、引き続き個別での対応し説明していく。

	①-2.自身で衛生面を気にかけ、生活をする。


	・トイレ後に手洗いをせずに出てくることがあり、声掛けを行うことで戻って手を洗うことが出来ている。

・使用後のコップは毎回洗っていないが適宜濯いで衛生を保つことが出来ている。


	本人に手洗い状況を確認すると「洗ったり、洗わなかったり」と発言聞かれており、引き続き清潔にするように促しを実施していく。

　コップに関しては以前より清潔に使用出来ているが今後も状況観察や、必要時は促しを実施していく。



	②プログラムに休まず参加する。プログラムに不参加の時にはスタッフに伝える。


	・作業療法では、漢字練習、読書を行うが20分程度で手が止まり、水分摂取を理由に離席したり、窓の外を眺めて過ごしている。

・基本声掛けをしなくても、プログラムへ参加することが出来ている。
	作業療法に関しては読書、漢字の書き取りをしているが、集中して取り組める時間が少ないため、本人の興味のある活動を検討しながら実施していく。その他のプログラムに関しては、興味関心の幅を広げてもらう様に、目を閉じて話を聞くだけでなく、視覚的にも刺激を入れれるように声掛けを行い、目を開け聞いてもらうようにする。

そのため、目標は継続して行う。


※帰宅願望は現在あまり聞かれておらず、離設行動なく経過しているが、本人の言動や表情に充分に注意し今後も所在の確認は実施していく。

　食事摂取量の確認、排便状況の確認も適宜実施していく。

↑保護者

















